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研究成果の概要（和文）：RLAとは、市川（1996）により提起されたResearcher-Like Activityの略称であり、
研究者の活動の縮図的活動を基本形態とする学習活動である。狩俣（1996）によって中学校の数学教育に導入さ
れ、主体的な探究活動とともに学習者の意欲を引き出すことに成功している。本研究では、狩俣の研究を高校の
数学教育にも拡大・発展させ、その事例開発を行うとともに教育的な意義や価値を検討した。事例研究では、
RLAが生徒の主体的で能動的な数学学習に有効に働き、探究的な態度や数学的表現力等を育むことが明らかにさ
れた。

研究成果の概要（英文）：RLA is an abbreviated designation of Researcher-Like Activity proposed by 
Ichikawa (1996) and is learning activity of the basic form which is the epitome of the activity of 
the researche.  Karimata (1996) applied it for the mathematics education at junior high schools and 
has succeed in inducing learners’ motivation as well as independent research activity.  In this 
study, the author examined not only educational meanings and values but also conducted the case 
development in expanding and developing of Karimata’s research methods to the mathematics education
 of high schools.  This study showed that RLA played a role in students’ independent, active 
mathematics learning process effectively and also brought up an inquisitive manner or mathematical 
ability in expression.

研究分野：数学教育

キーワード： RLA　研究者の縮図的活動　条件変更による問題設定　探究活動　主体的な数学学習　数学的コミュニケ
ーション　アクティブ・ラーニング

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) OECD の PISA 調査や IEA の TIMSS 調査な

どの国際調査、全国学力・学習状況調査や教

育課程実施状況調査などの国レベルの調査

結果から、我が国の数学教育の現状と課題と

して、「基礎的な計算技能の定着について低

下傾向は見られなかったが、計算の意味を理

解することなどに課題が見られる」「身に付

けた知識・技能を実生活や学習等で活用する

ことが十分にできていない状況が見られる」

「事象や場面を数学的に解釈すること、数学

的な見方や考え方を生かして問題を解決す

ること、自分の考えを数学的に表現すること

などに課題が見られる」「数学で学ぶ内容に

興味があると回答した生徒の割合が国際平

均値より低く、数学の学習に対する不安を感

じると回答した生徒の割合が国際平均値よ

りも高い」ことなどが指摘されている。こう

した結果等を踏まえ、今回の学習指導要領の

改訂では、その改善の基本方針として、「①

基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付

けること」「②数学的な思考力・表現力を育

成すること」「③数学を学ぶことの意義や有

用性を実感できるようにすること」の３点が

強調されている。 

(2) 申請者は、これらの改善方針のうち「③ 

数学を学ぶことの意義や有用性を実感でき

るようにする」ために、現実世界と数学の世

界の往還を通して、学ぶ意味が顕在化するよ

うな教材を準備し、数学教育の中にも積極的

に「実験」を取り入れ、具体的な教授レベル

でのカリキュラム（《実験数学》と呼称）開

発を行って、成果をあげてきた。これらは、

まさに「数学的活動の楽しさや数学のよさを

実感することができる」事例群である（基盤

研究（Ｃ）、2010～2012、新学習指導要領の

「数学活用」に向けたカリキュラム開発）。 

(3) 今回は「②数学的な思考力・表現力を育

成すること」に焦点を当てて、これまでの研

究をさらに発展させるための手がかりとし

て RLA（Researcher-Like Activity）という

教育方法を取り上げる。すなわち、伝統的な

数学授業は、「知識の一方的な伝達」に終始

し、学習者の能動的な学びを引き出すものと

はなっていなかった。RLA とは、研究者の活

動をモデルとして縮図的に授業に組み込み、

研究者の活動のおもしろさや困難さを模擬

体験しながら、主体的な探究活動とともに学

習者の意欲を引き出す教育実践で、市川伸一

により提起され、狩俣智によって中学校の数

学教育に導入されたものである。 

(4) 狩俣の先行実践によれば、条件変更の問

題づくりによる RLA によって、目的的な解の

探究活動が促され、その問題と解のポスター

作品によるポスターセッションを通して、内

容の共有化、相互評価、批判的検討などのコ

ミュニケーション活動が成立し、予想以上の

成果を上げている。しかし、その実践事例は

少なく、主体的な探究活動と数学的コミュニ

ケーション能力（数学的表現力）の育成の観

点から、RLA に関する事例研究の蓄積が必要

だと考え、申請者は、狩俣の内容を発展させ

高等学校数学教育への適用可能性やグルー

プでの共同探究、あるいはゲームや幾何教材

など他領域での実践事例を検討してきた。 

 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、狩俣の研究をうけ、さらに

継続・発展させるべく、RLA の教育論的な意

義づけ―とりわけ近年重視されている数学

的活動や数学的コミュニケーション能力、数

学的表現力の育成等－と、中学校の数学教育

はもとより高等学校への適用可能性を試み

る。具体的には、「数学Ⅰ」(必修)や「数学

Ａ」(選択)の課題学習を利用して、「多面体」

等による問題設定によるRLAの開発教材を蓄

積しつつ、高校での RLA の可能性や、その分

析を通して数学的コミュニケーションの様

相や RLA の意義を検討する。さらに、これま

での「問題設定（問題づくり）」についての

研究成果を RLA に取り込みつつ、RLA におけ



るその位置づけの検討や、条件変更の問題づ

くり以外の RLA の可能性（たとえば、狩俣も

取り組んでいる模擬学会のパネル討論や論

文集づくりなど）、及び近年の PISA が提起

する数学的リテラシーや新学習指導要領で

重要視されている数学的活動との関連等の

課題についても検討を深めたい。 

(2) 本研究のRLAの教育論的な意義づけや実

践事例の開発・蓄積は、数学教育における新

しい教育方法の提示となるとともに、数学学

習にかかわる目的意識をもった主体的・能動

的で探究的な学習を促す契機となり、2012 年

度からはじまった高等学校「数学Ⅰ」(必修)

や「数学Ａ」(選択)の課題学習にも大きな示

唆を与えるものと期待される。 

 

３．研究の方法 
(1) これまでの伝統的な数学授業は、知識の

一方的な伝達に終始し、学習者の能動的な学

びを引き出すものとはなっていない。つま

り、「数学学習にかかわる目的意識をもった

主体的な学習」（数学的活動／高等学校学習

指導要領解説）とはほど遠いものである。 

(2) 本研究で取り上げる RLA は、研究者の活

動をモデルとして縮図的に授業に組み込み、

研究者の活動のおもしろさや困難さを模擬

体験しながら、主体的な探究活動とともに学

習者の意欲を引き出すもので、伝統的な数学

授業と対置する教育実践だといえるが、その

事例の蓄積は、申請者の実践を含めても十指

にも満たず、極端に少ないのが現状である。 

(3) 本研究のスタートとして、まず、RLA の

数学教育への導入者である狩俣を交えた現

場教員を中心とした研究会を組織し、RLA の

現在の到達点と課題を整理する。その後、主

体的な探究活動と数学的コミュニケーショ

ン能力の育成の観点から、RLA の開発事例を

蓄積する。その事例を通して、条件変更等の

問題づくりによるグループでの共同探究過

程とポスターセッション等の発表及び相互

批評の過程のビデオ記録などの分析を通し

て、RLA における数学的コミュニケーション

の様相を検討する。さらに、RLA で取り上げ

る課題を高校数学の内容にも拡大し、高等学

校数学教育への適用可能性を検討する。それ

と合わせて、これまでの「問題設定（問題づ

くり）」についての研究成果の RLA における

位置づけや、条件変更の問題づくり以外の

RLA の可能性（模擬学会のパネル討論や論文

集づくり）、及び近年の PISA が提起する数

学的リテラシーや新学習指導要領における

数学的活動との関連等についても検討を深

め、最終的には、RLA の教育論的な意義づけ

を行いたい。 

 
４．研究成果 

(1) 狩俣と同様、中学校における RLA の事例

として、幾何領域における「合同変換による

RLA のポスターセッション（中１）」（小林）

を開発した。合同変換によるしきつめ図の作

品化による相互批評会に大きな特徴がある。

また、本研究会と独立に RLA に取り組んでい

た新潟大学教育学部附属長岡中学校との実

践交流が生まれ、長岡中の実践研究の系譜と

RLA を組み込んだ単元全体のカリキュラム構

想に大きな示唆を得た（井口・風間・齋藤、

2017）。 

(2) 狩俣の「原問題の提示」、「原問題の条件

変更等による問題設定」、「解の探究と作品

化」、「模擬学会」を一連の学習過程を RLA の

典型的な１モデルとし、高等学校における事

例開発を進めた。「フィボナッチ数列の周期

性を題材とした RLA」（伊禮・龍田・青木、2016）、

「パスカルの三角形を題材とした RLA」（金城、

2016）、整数分野の「和算を題材とした RLA」

（堀・伊禮、2015）、「数学Ａの課題学習の事

例研究－RLA による課題学習：正多面体」（青

木）、「２次関数の条件変更による RLA」（福

田、2015）などである。 

(3) これまでの事例研究では、RLA が生徒の

主体的で能動的な数学学習に有効に働き、探



究的な態度を育むこと、近年注目の集まるア

クティブ・ラーニングの一形態（数学におけ

る探究型 AL）であること、ポスターの作品化

における数学的表現力や、ポスターセッショ

ンにおける説明や質疑応答等の場面を通し

て数学的コミュニケーション能力の育成に

も資することなど、その教育論的な意義や価

値と、探究の過程における他者との交流から、

問題理解の深化や新たな気づきが生まれる

など、数学的な概念や知識・技能だけでなく、

数学的問題解決の資質・能力の育成や今後の

自分の学びに生かそうとする態度（学びに向

かう力）にも資することが確認された。 

(4) RLA の探究の質を規定する条件変更等を

行う原問題の選定の視点として、興味・関心

をひくもの、発展性や多様性があるもの、新

奇性や意外性があるもの等があげられた。 

(5) 本研究は、学校教育現場にある教員たち

と緊密な連携を図る形で研究を進めたこと

で、地域における中核的な数学教員の育成に

も資することができた。 

(6) RLA は、今求められている「主体的・対

話的で深い学び」を実現するようなコンピテ

ンシー・ベースのカリキュラム・マネジメン

トへの寄与と高校に新設予定の「探究基礎」

の数学領域の探究学習のモデルになること

も期待される。ま 
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